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奈良の農業を
未来につなぐ！

農業の担い手不足の解消に向けて

県では、高い生産能力を活かして古くから農業が発展してきました。現在でも、京阪神の都市部に近い
立地条件を活かして、米を中心に柿やイチゴなど、高度な栽培技術を駆使した生産性の高い多彩な農
業を展開しています。しかし近年では、他府県と同様に農業の担い手不足が問題となっているため、県
ではさまざまな対策を行っています。
今回は、県の農業の担い手確保に関する取り組みとして、「サステナブルな奈良の水田営農の推進」と
「企業の農業参入支援」について紹介します。

特集 1
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県
で
は
、大
和
平
野
を
中
心
に
生
産
さ
れ
る
米
を
は
じ
め
、全
国
有
数
の
産

地
と
し
て
人
気
を
誇
る
柿
や
、「
古
都
華
」な
ど
独
自
ブ
ラ
ン
ド
が
魅
力
の
イ
チ

ゴ
と
い
っ
た
、品
質
の
高
い
野
菜
や
果
樹
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の
デ
ー
タ
で
は
、県
の
耕
地
面

積
、農
家
戸
数
は
と
も
に
減
少
し
、今
後
も
右
肩
下
が
り
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、水
稲
を
作
付
す
る
小
規
模
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄

の
増
加
な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
県
で
は
、魅
力
あ
る
奈
良
の
農
業

の
衰
退
を
防
ぎ
、農
地
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

耕
地
面
積
、農
家
戸
数
と
も
に

さ
ら
な
る
減
少
が
続
く
見
込
み

耕地面積の推移農家戸数の推移
奈
良
の
農
業
の今

を
知
る

　
N
A
F
I
C
は
、奈
良
の
食
と
農
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
2
年
制
の

専
修
学
校
で
す
。農
業
経
営
の
プ
ロ
を
育
て
る
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で

は
、幅
広
い
品
目
に
対
応
し
た
実
践
的
な
講
義
や
実
習
を
通
じ
て
、高
度
な
知

識
と
技
術
が
身
に
つ
き
ま
す
。ま
た
、流
通
や
販
売
、経
営
ス
キ
ル
な
ど
も
学

べ
、自
立
・
親
元
就
農
や
、農
業
法
人
・
農
業
関
連
企
業
へ
の
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

未
来
の
農
業
の
担
い
手
を
育
成

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校（
N
A
F
I
C
）

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

　
実
家
は
所
有
す
る
農
地
で
代
々
農
業
を

営
ん
で
い
ま
し
た
が
、次
第
に
農
業
か
ら
離

れ
、現
在
は
他
の
農
家
に
耕
作
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。私
自
身
も
こ
れ
ま
で
就
農
せ
ず

一
般
企
業
で
働
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
後
も
し
借
り
手
が
耕
作
で
き
な
く
な
っ

て
も
農
地
を
維
持
し
た
い
と
考
え
、退
職
し

て
農
業
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
を
決
意
。

N
A
F
I
C
は
少
人
数
制
で
先
生
方
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
が
素
晴
ら
し
く
、個
人
の
目
標
や

意
向
に
沿
っ
た
農
家
で
の
研
修
制
度
な
ど
で

実
践
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。学
校
で
は
、自
分

よ
り
か
な
り
年
下
の
同
級
生
の
農

業
へ
の
情
熱
に
刺
激
を
受
け
る

日
々
で
す
。卒
業
後
は
実
家
の
農
地

を
活
用
し
、か
つ
て
祖
母
が
育
て
て

い
た
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
挑

戦
し
た
い
で
す
。

代
々
継
承
す
る
農
地
で
再
び
農
業
を
！

現
在
、農
家
現
地
実
習
で
奮
闘
中

卒
業
後
の
目
標
は
イ
チ
ゴ
の
栽
培アグリマネジメント学科

2年生 大前 美佳さん

課題
1

水
稲
を
作
付
し
て
い
る
多
く
の
小
規
模
農
家
が
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
す
る
恐
れ

課題
2

2010年 2020年

22,500ha
20,000ha

将来

畑

田

10年間で
2,500ha減少

2010年 2020年

30,527戸

23,265戸

将来

10年間で
約7,200戸減少

将来

耕作放棄

小規模農家

集落営農組織

大規模農家・法人
このままでは衰退する

将来を変える！

奈良の農業を未来につなぐための
取り組みを進めています！

企業の農業参入支援 ▶P5

特集 1

現在

産出総計
413億円

米  21%
87億円

生乳  7%
29億円鶏卵  4%

18億円

キク  3%
14億円

その他
39% 柿  16%

65億円

イチゴ  10%
40億円

出典：農林水産省生産農業所得統計

2①6月14日(土） ②8月9日(土）
いずれも9時30分～、
13時30分～の2回開催

1NAFIC池之内校舎（桜井市）
3右記二次元コードから
（申込締切：①6/10 ②8/5）

アグリマネジメント学科
2①6月29日(日） ②7月26日(土）
いずれも10時30分～14時20分

1NAFIC安倍校舎（桜井市）
3右記二次元コードから
（申込締切：①6/24 ②7/21）

AO入試Ⅱ期エントリー：7月4日（金）～17日（木）

フードクリエイティブ学科

令和5年奈良県農業産出額

詳しくは
こちら

出典：農林水産省作物統計出典：農林業センサス

将来に向けたイメージ

サステナブルな奈良の水田営農の推進 ▶P4
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

奈
良
の
水
田
営
農
の
推
進

未来につなぐ
取り組み　 1

●小規模農家が
　個々に水稲を生産
●各農家の稲作経営の
　収支は赤字

経営主の
交代時などに
栽培中止の
可能性

耕作放棄地
増加

現　　状現　　状

サステナブルな水田営農の推進サステナブルな水田営農の推進

小規模の農業者が集まり、栽培継続に
向けた話し合いを実施
●共同育苗の開始
●経営費の低減などによる経営改善対策

農業者のグループ化

県農業水産振興課 参事
奥谷 晃弘さん

　
県
で
は
、ホ
ッ
プ
、ス
テ
ッ
プ
、ジ
ャ
ン
プ
の
3
段
階
の
計
画
で「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）

な
水
田
営
農
」に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
ま
す
。ま
ず
は
小
規
模
農
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

共
同
育
苗
を
支
援
し
、次
に
経
営
改
善
計
画
の
具
現
化
に
よ
る
生
産
効
率
・
販
売
額
の
向
上
を

推
進
。そ
し
て
、長
期
目
標
と
し
て
掲
げ
る
大
規
模
稲
作
生
産
組
織
の
設
立
を
目
指
す
こ
と

で
、奈
良
の
水
田
営
農
を
推
進
し
ま
す
。

３戸以上の農業者を
グループ化
（１グループ２ha以上作付）

共同育苗の開始

ここを
サポート

新たに育苗を共同で実施する小規模農家グ
ループに対し支援します。

共同育苗への取り組みを推進　

水稲生産の継続・発展を目指すグループリー
ダー育成に向け講習会を開催します。

リーダーとなり得る人の育成

機械の共同利用の実施などを見据えた（仮）経
営改善計画の作成を支援します。

コスト低減に向けた
（仮）経営改善計画の作成推進

稲作経営の赤字を解消するため、具体
的な対策を検討
●販売額の向上
●機械経費などの軽減

（仮）経営改善計画の具現化 ステップ

ジャンプ

ホップ

・農業機械の
 共同利用
・効率生産や
 販売額向上　

ここを
サポート

販売単価の高い酒米
の生産拡大や、地球温
暖化に対応した高温
耐性品種の迅速な現
場導入に向け、有望品
種を現地実証します。

販売額向上に向けた取り組みを推進

農業機械の長期利用や修繕費の軽減が図れ
るよう、メンテナンス講習会を開催します。

農業者の機械の維持管理能力の向上

地域の水稲作業を受託

大規模稲作生産組織の設立

特集 1

　
赤
字
経
営
や
耕
作
放
棄
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
小
規
模
農
家
に
対
し
て
、県
は
こ
れ
ま
で

も
農
林（
業
）振
興
事
務
所
な
ど
に
よ
る
伴
走

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
さ
ら

な
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
支
援
対
象
は
、今
年
7
月
以
降
に
公
募
で

選
定
す
る
、水
稲
を
作
付
す
る
農
業
者
グ
ル
ー

プ
で
す
。令
和
8
年
の
作
付
に
向
け
て
、共
同

育
苗
の
た
め
の
土
や
肥
料
な
ど
資
材
の
導
入

に
係
る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、（
仮
）経
営
改

善
計
画
の
作
成
推
進
、赤
字
経
営
解
消
の
具

現
化
ま
で
、普
及
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。農
地
の
荒
廃
と
農
業
の
衰
退
を
防
ぎ
、奈

良
の
自
然
や
景
観
、防
災
機
能
も
保
持
す
る

水
田
を
維
持
す
る
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

事業公募は
令和７年７月以降

に予定

◯  △  営  農  組  合
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4県食農部総務課　☎0742‐27‐7406　60742‐26‐6265

企
業
の
農
業
参
入
支
援

未来につなぐ
取り組み　 2

　
営
農
を
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
に
は
、地
域
全
体
で
新
た
な
担
い
手
の
参
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。地
域
で
は

若
者
な
ど
の
担
い
手
確
保
に
苦
慮
す
る
一
方
、企
業
に
お
い
て
は
経
営
多
角
化
や
C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）を
目
的
に

農
業
参
入
を
図
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
背
景
を
ふ
ま
え
、県
で
は
企
業
の
農
業
参
入
を
推
進
し
、（
公
財
）な

ら
担
い
手
・
農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
サ
ポ
セ
ン
）や
土
地
改
良
区
、市
町
村
、農
業
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
援
し
ま
す
。

農業参入を
希望する企業

●県内中小企業
　（食品関連企業など）
●県外農業法人
　（農業参入済企業）
●県内大手企業　など

企業向け農業参入ガイドブックを作成するとともに、参入意向企業の要望に沿った
候補農地の紹介やサポートを行うことにより、スムーズな農業参入を促進します。

土地改良区による農地調査
将来の営農に関する組合員アンケート・
現地調査などにより農地情報を把握　

サポセンが管理している農地や、将来
の担い手が不在と見込まれる農地な
どの情報をとりまとめ　

サポセンによる農地調査

「企業」と「農地」のスピーディーなマッチングへ!

（株）鞄工房山本 代表取締役会長 山本 一彦さん
（公財）なら担い手・農地サポートセンター
事務局長 田中 利亨さん

　
主
軸
事
業
で
あ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
需
要
が
少
子
化

に
よ
り
減
少
す
る
中
、新
事
業
と
し
て
農
業
参
入
を

決
意
し
ま
し
た
。農
業
を
選
ん
だ
の
は「
お
子
様
と
そ

の
ご
家
族
を
笑
顔
に
」と
い
う
理
念
を
、命
の
源
で
あ

る
食
で
も
実
現
す
る
た
め
で
す
。品
目
や
栽
培
技
術
、

経
営
に
つ
い
て
は
専
門
企
業
の
指
導
を
仰
ぎ
ま
し

た
。農
地
賃
借
や
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、市
や
農
業

委
員
会
な
ど
行
政
に
相
談
し
、環
境
制
御
型
I
C
T

ハ
ウ
ス
を
建
設
し
て
ト
マ
ト
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。新
事
業
は
社
内
に
刺
激
を
も
た
ら
し
、従
業
員
の

士
気
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
、県
の
支
援
を
利
用
し
た
事
業
拡
大
を
検
討
中

で
、ラ
ン
ド
セ
ル
工
房
に
来
ら
れ
た
お
客
様
も
楽
し

め
る
観
光
イ
チ
ゴ
農
園
の
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
参
入
の
ト
マ
ト
栽
培
で
社
内
に
新
風

県
の
支
援
を
活
用
し
事
業
拡
大
も
検
討
中

　
私
た
ち
は
、奈
良
の
農
地
の
効
率
的
利
用
を

図
る
公
的
機
関
で
す
。農
地
を
地
権
者
か
ら
借

り
受
け
、耕
作
者
に
貸
す
事
業
を
無
料
で
行
う

農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ
り
、「
貸
し
た
い
人
」

と「
借
り
た
い
人
」を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、企
業
の
ス
ム
ー
ズ

な
農
業
参
入
を
目
的
に
、県
に
よ
る
企
業
の
農

業
参
入
意
向
調
査
、土
地
改
良
区
に
よ
る
農
地

調
査
、そ
し
て
私
た
ち
サ
ポ
セ
ン
が
蓄
積
し
た

農
地
情
報
を
結
集
し
て
一
体
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。参
入
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
農
地
情

報
を
提
供
し
、実
際
の
貸
借
手
続
に
お
い
て
は
、

公
的
機
関
で
あ
る
私
た
ち
が
間
に
入
る
こ
と
で

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
・
軽
減
し
ま
す
。

県
と
各
種
機
関
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト

農
地
情
報
、貸
借
手
続
は
我
々
に
お
任
せ

農業参入された企業よりサポセン スタッフより

特集 1

参入先候補農地

土地改良区、サポセン、
市町村、農業委員会な
ど関係機関が協力して
農地情報を集約

企業参入支援チーム
（県・サポセン） 基盤整備

農地情報

営農指導

経営計画 貸借手続

企業のスムーズな農業参入を一体的にサポートします

企業の農業参入意向調査企業向け農地調査

●県内企業への意向調査、県内外参入済企業への
訪問により農業参入の関心度、課題などを調査

●農業参入フェアへの出展により企業の情報収集
●「参入意向企業リスト」作成

農業参入企業の情報収集

令和
7年度の
取り組み

令和
８年度～

農業参入フェア 県内企業農業参入事例

企業の参入候補地となる
農地情報を集約

「農地情報シート」作成
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奈
良
の
観
光
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
平
城
宮
跡
を
よ
り
魅
力
的

な
場
所
に
す
る
た
め
、令
和
6
年
度
よ
り
奈
良
県
観
光
戦
略
本

部
内
に「
平
城
宮
跡
周
辺
エ
リ
ア
部
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
部
会
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
、既
存
施

設
の
活
用
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊
施
設
の
誘
致
な
ど
、平
城
宮

跡
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね「
構
想
・
コ
ン
セ
プ

ト
」や「
導
入
機
能
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、平
城
宮
跡
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
し
つ
つ
、

人
々
が
集
い
、楽
し
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
あ
る
に
ぎ
わ
い
の
場

を
目
指
し
ま
す
。

　
平
城
京
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
伝
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、国
内
か
ら
は
租
庸
調
の
制
度

に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
よ
り
お
い
し
く
、長
期
間
保
存
で
き
る

食
品
加
工
技
術
が
開
発
さ
れ
、み
そ
な
ど

の
発
酵
食
品
が
生
ま
れ
、そ
の
技
術
が
国

内
各
地
に
伝
播
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
奈
良
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
食
」は
、

食
品
加
工
技
術
を
は
じ
め
、お
茶
、ま
ん

じ
ゅ
う
、清
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
城
宮
跡 

日
本
の
食
の
は
じ
ま
り
は
奈
良

    

世
界
と
交
わ
り
・
地
域
と
つ
な
が
る
空
間
づ
く
り

り

近鉄奈良線

第一次大極殿

東楼
大極門

朱雀門
朱雀大路

大宮通り

三条通り

約122ha

朱雀大路西側地区
約3.1ha

平城宮跡南側地区
約5ha

朱雀大路東側地区
約1.8ha
約0.9ha

県営公園区域 検討対象区域国営公園区域

特集2

平
城
京
は
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
が

築
か
れ
た
場
所

海
外
に
お
い
て
も

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
加

　
遣
唐
使
や
渡
来
人
に
よ
り
多
く
の

文
化
や
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
、日
本

の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
が
築
か
れ
た
奈

良
時
代
の
ス
ト
ー
リ
ー
、そ
し
て
海

外
で
の
日
本
食
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
踏
ま
え
、平
城
宮
跡
を
県
内
外
、

世
界
へ
の
つ
な
が
り
を
演
出
す
る

「
食
の
ハ
ブ
拠
点
」へ
。最
先
端
の
国

際
都
市
で
あ
り
、美
食
の
都
で
も

あ
っ
た
平
城
京
の
現
代
版
と
も
い
え

る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

平
城
宮
跡
歴
史
公
園（
県
営
公
園
区
域
）で
は
、

　
新
し
い
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食

文
化
」、「
伝
統
的
酒
造
り
」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、海
外
で
の
日
本
食
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
人
気
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

古代から
これまで

「食のハブ拠点」
を目指します！

奈
良
時
代
は
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ・ク
リ
エ
イ
ト
し
、

後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

文
化
や
技
術
を
生
み
出
し
た
時
代
。

出典：「奈良文化財研究所創立50周年記念
　　　飛鳥・藤原京展ー古代律令国家の創造ー」 

■平城京朱雀大路・平城宮へ続く道
　CG制作：凸版印刷

■厨房の様子 ■税を都に運ぶ人々

写真提供：国営飛鳥歴史公園
事務所
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チャレンジ・クリエイティブな活動

“日本の食のはじまりは奈良”
 平城京から、県内外、世界への

つながりを演出

食のハブ拠点の創出

　
奈
良
な
ら
で
は
の
食
を
堪
能
で
き
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、宿
泊
機
能
付
き
レ
ス
ト

ラ
ン「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」を
誘
致
す
る
な
ど
、

地
域
の
伝
統
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
食
文

化
を
楽
し
め
る「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、平
城
京
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、公
園
内
外
の
交
通
環
境

を
改
善
し
、奈
良
公
園
や
西
ノ
京
な
ど
の
周

辺
の
観
光
地
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

予
定
で
す
。

　
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
を
は
じ
め
、世

界
の
文
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
た
な
文

化
を
築
き
上
げ
た
平
城
京
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
生
か
し
、県
営
公
園
区
域
に
訪
れ
る
人

や
、そ
こ
で
活
躍
す
る
人
が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
で
き
る
空
間
を

つ
く
り
ま
す
。

4県公園企画課 ☎0742‐27‐8945　60742‐27‐7488

奈
良
時
代
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

「
日
本
の
食
」と「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
な
活
動
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

特集2

世
界
と
交
わ
り
、

地
域
と
つ
な
が
る
空
間
づ
く
り

「
食
の
ハ
ブ
拠
点
」の
創
出
を

軸
と
し
た
導
入
機
能

これからの
取り組み

平城宮跡歴史公園
(県営公園区域）について
詳しくはこちら

公園企画課HP▶

こ
ん
な
人
が
活
躍
す
る
場
所
に
し
た
い

　
新
し
い
文
化
を
受
け
入
れ
、新
し
い
モ
ノ
を
生
み
出

し
て
い
た
奈
良
時
代
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、演
奏
家

や
シ
ェ
フ
、建
築
家
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
で
き
る
場
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

こ
ん
な
人
が
訪
れ
る
場
所
に
し
た
い

　
奈
良
時
代
の
都
、平
城
京
に
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
た
よ
う
に
、地
域
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

奈
良
公
園
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
や

若
者
、女
性
な
ど
に
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
を
目
指
し
ま
す
。

情報発信
ストーリー性のある
情報発信を実施

地域との連携・協働
地域住民などと
連携・協働し、

にぎわいづくりを演出

交通環境の充実
県営公園区域への
交通環境を充実

周辺環境の充実
河川や道路が軸となり、

奈良公園、平城宮跡歴史公園、
西ノ京のつながりを創出

令和７年度は民間のノウハウなどの活用に向け、導入機能や
事業の進め方などについて、平城宮跡周辺エリア部会にワー
キンググループを設けて、具体化していきます。

令和７年度
事業内容

さらなるにぎわいや魅力向上に向けて取り組みます

シェフ

建築家

演奏家

アーティスト

販売業者

平城京を感じられる空間づくり
平城京の風土と調和した
居心地のいい空間づくり
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☎0744‐54‐1850
8www.manyo.jp

◆
万
葉
集
を
よ
む
無
料

6
月
18
日（
水
）14
時
〜
15
時
30
分

「
秋
の
雑
歌（
3
）」

（
巻
8・1
5
3
0
〜
1
5
4
3
番
歌
）

﹇
講
師
﹈榎
戸
渉
吾（
当
館
研
究
員
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は

　
要
申
込

ぞ
う  

か

◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

夏

7
月
中
旬
〜
8
月
下
旬

詳
し
く
は
当
館
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
文
化
館 

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
館
蔵
品
展

｢

柿
本
人
麻
呂
ー
万
葉
歌
人
か
ら
歌
聖
へ
ー｣

開
催
中
〜
6
月
29
日（
日
）

柿
本
人
麻
呂
が
読
ん
だ
歌
を
モ

チ
ー
フ
に
描
か
れ
た「
万
葉
日
本

画
」な
ど
の
絵
画
を
中
心
に
、『
万

葉
集
』の
写
本
や
注
釈
書
な
ど
を

展
示
。人
麻
呂
が
後
世
に
与
え

た
影
響
を
た
ど
り
ま
す
。

※
国
内
の
小・中
学
生
、高
校
生
、

18
歳
未
満
の
人
は
無
料
。

※
国
内
の
65
歳
以
上
の
人
は
平

日
無
料
、土
曜
・日
曜
は
一
般

料
金
に
な
り
ま
す
。そ
の
他
割

引
な
ど
、詳
し
く
は
当
館
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
歌
は
、巻
三
の
挽
歌（
人
の
死
を
悼
む

詩
歌
）に
収
載
さ
れ
て
お
り
、四
二
〇
番
歌
の

題
詞
に「
石
田
王
の
卒
り
し
時
に
、丹
生
王
の

作
れ
る
歌
一
首
」と
あ
る
よ
う
に
、石
田
王
に

対
す
る
丹
生
王
の
挽
歌（
四
二
〇
〜
四
二
二

番
歌
）の
う
ち
の
一
首
で
す
。よ
っ
て
、本
歌

の「
君
」は
石
田
王
を
指
し
ま
す
。

　
石
田
王
は
忍
壁
皇
子（
刑
部
親
王
）の
子

で
、山
前
王
の
兄
弟
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
二
五
番
歌
の
左
注
で
は
、山
前
王
が
石
田

王
に
代
わ
っ
て
、紀
皇
女
へ
の
挽
歌
を
詠
ん
だ

こ
と
が
見
え
ま
す
。石
田
王
は
悲
し
み
の
あ

ま
り
、歌
が
詠
め
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
、石
田
王
と
紀
皇
女
が
婚
姻

関
係
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、不

詳
で
す
。

　
丹
生
王
は
系
譜
未
詳
で
す
が
、丹
生
女
王

と
同
一
人
物
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場

合
は
、大
伴
旅
人
が
大
宰
帥
と
し
て
赴
任
し

た
際
に
歌
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す（
巻
四
・
五
五
三
、五
五
四
番
歌
）。石
田
王

が
亡
く
な
っ
た
段
階
で
は
、そ
の
妻
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
石
上
」は
石
上
神
宮
を
中
心
と
し
た
一

帯
の
総
称
で
す
。「
布
留
の
山
」は
そ
の
中
に

あ
り
、石
上
神
宮
の
東
方
に
位
置
し
ま
し
た
。

現
在
も
天
理
市
に
石
上
町
や
布
留
町
の
地

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　「
杉
群
」と
あ
る
よ
う
に
、石
上
に
は
杉
林

が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、神
杉
と
称
さ
れ

る
神
聖
な
杉
が
あ
り
、『
万
葉
集
』の
中
で
も

詠
ま
れ
て
い
ま
す（
巻
十
・
一
九
二
七
、巻
十

一
・
二
四
一
七
番
歌
）。現
在
で
も
、樹
齢
三

百
年
を
越
え
る
杉
が
あ
り
ま
す
。杉
の
神
性

に
つ
い
て
、「
直
ぐ
木
」か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

の
説
も
あ
る
よ
う
に
直
立
し
た
巨
大
な
常
緑

高
木
の
姿
、屋
久
島
に
は
樹
齢
数
千
年
に
及

ぶ
も
の
が
あ
る
ほ
ど
の
長
命
、ま
た
素
材
と

し
て
建
築
な
ど
幅
広
い
用
途
が
あ
る
こ
と
な

ど
に
、古
代
人
は
霊
威
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
本
文
　
万
葉
文
化
館
　
中
本
和
）

は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
134

訳

石
上
の
布
留
の
山
の
杉
群
の

よ
う
に
忘
れ
す
ぎ
て
し
ま
う
わ
が

君
で
は
な
い
の
に
。

石
上
の
杉

●
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
要
観
覧
券

6
月
18
日（
水
）15
時
40
分
〜

﹇
講
師
﹈当
館
学
芸
員

﹇
会
場
﹈日
本
画
展
示
室

上田勝也 《月の船》平松礼二 《路-湖愁》

石
上
　
布
留
の
山
な
る
　
杉
群
の

思
ひ
過
ぐ
べ
き
　
君
に
あ
ら
な
く
に

丹
生
王
（
巻
三
・
四
二
二
番
歌
）

に
　
う
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奈良とのつながり

これまでの主な交流

ベトナムはこんな所
ベトナム社会主義共和国は、イ
ンドシナ半島の東端に位置して
おり、南北1,650km、東西（最
長）600kmと細長く、熱帯から
温帯の気候帯に属しています。
山地と高地が国土の３/４を占め
る一方、世界遺産のハロン湾や
ダナンのビーチリゾートなど、海岸線も表情豊か
で、地域性あふれる国です。
加えて、人口もこの30年で3千万人増加し、2023
年に1億人を突破したほか、GDPも1990年比で
約66倍になるなど、急速な成長を遂げています。
また、経済や福祉・医療など幅広い分野の担い手
として、ベトナム人の方々が日本全国で活躍され
ており、奈良県でも令和6年12月末時点で約4千
6百人が在住されています。

4県国際課　☎0742‐27‐5821

738年に、林邑（現在のベトナ
ム中部）出身の僧・仏哲が来日
し、国の筆頭寺院として仏教の
総合大学的様相を呈していた
大安寺に居住しました。そして、
752年の東大寺の大仏開眼供
養会の際には、舞楽を奉納しま
した。その舞楽は、ベトナムの
舞楽である林邑楽とされてお
り、その後、日本の舞楽の一部
に取り入れられました。現在で
も、その一部が、毎年12月に行
われる春日若宮おん祭で舞わ
れています。

ベトナムのフートー省とは、平成26（2014）年1月の覚書締結後、相互に訪問団を派遣し、今後の交流に向けた意見交換を
進めています。また、フエ市とは、従来から雅楽を通した交流がありましたが、今年6月には奈良県が事務局を務める東アジ
ア地方政府会合を開催していただき、これを
機に、友好を深めるための覚書を締結する
予定です。さらに、昨年10月から、ホーチミン
市工科大学の学生を県内企業で受け入れる
インターンシップを実施したほか、今年4月
には駐日本特命全権大使が県内で講演会を
行うなど、経済面での交流も進めています。

結ぶ友好の絆  広がる未
来

奈良は、古代よりシルクロードを通して中国大陸や韓半島、遠くは中央アジアなどと交流があり、国際性豊かな歴史を
誇ります。県では、こうしたつながりを活かし、中国、韓国、スイス、ウズベキスタン、ベトナムの５つの地方政府と友好
提携を結ぶなど、さまざまな国際交流事業を展開し、青少年を中心とした国際感覚の養成や、インバウンド･外国人材
の受け入れなど地域の活性化に取り組んでいます。
今回は、最終回として、平成26（2014）年1月に友好県省関係の発展に関する覚書を結んだフートー省など、ベトナムと
の交流をご紹介します。

vol.5 ベトナム

日本
奈良県

ベトナム
フートー省

フエ市
ホーチミン市

チャンパ

ぶってつ

りん ゆう がく

9 県民だより奈良  2025年6月号



　
「
生
駒
の
火
祭
り
」は
火
を
司
る
神
さ
ま
と
し
て

古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
往
馬
大
社
の
お

祭
り
で
す
。生
駒
谷
の
氏
子
が
北
座（
以
前
は
上

座
）と
南
座（
以
前
は
下
座
）に
分
か
れ
、さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
競
争
す
る
た
め
、か
つ
て
は「
勝
負
祭

り
」「
け
ん
か
祭
り
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。も
と
も
と
は
旧
暦
8
月
11
日
、そ
の
後
は
体

育
の
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、現
在
は
10
月

の
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
前
日（
祭
り
当
日
）・
前
々
日

（
宵
宮
）に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、鎌
倉
時
代

の「
生
駒
宮
曼
荼
羅
」、室
町
時
代
の「
生
駒
曼
荼

羅
」に
は
火
祭
り
に
使
わ
れ
る
お
旅
所
の
建
物
が

現
在
と
同
じ
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
お
り
、18
世

紀
に
は
火
取
り
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
記
録
も

あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
頃
に
は
既
に
火
祭
り
が
執

り
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成

23
年
3
月
に
は
奈
良
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
一
週
間
前
に
な
る
と
古
儀
に
倣
っ
て

火
を
お
こ
し
、神
社
の
畑
で
栽
培
し
た
麦
わ
ら
で

全
長
約
2.3
m
、重
さ
約
35 

kg
の
大
松
明
、伊
勢
振

興
協
会
か
ら
奉
納
さ
れ
た
麻
柄
で
縦
90 

cm
・
横

35 

cm
・
重
さ
5.5 

kg
の
火
松
明
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

宵
宮
は
子
ど
も
神
輿
や
祈
願
木
の
お
焚
き
上
げ

が
行
わ
れ
、最
後
に

宮
太
鼓
を
奉
納
。火

祭
り
当
日
は
神
さ
ま

を
本
殿
か
ら
お
旅
所

に
お
迎
え
す
る
神
輿

渡
御
の
後
、南
北
の

座
が
向
か
い
合
い
、神

饌
を
御
供
所
か
ら
お

旅
所
に
手
送
り
で
供
え
る
早
さ
、大
松
明
の
上
に

4
本
の
御
串
を
突
き
立
て
る
早
さ
を
競
い
ま
す
。

燃
え
さ
か
る
火
松
明
を
担
ぎ
、高
座
前
の
階
段
を

南
北
ど
ち
ら
が
早
く
駆
け
下
り
た
か
を
競
う
ク

ラ
イ
マッ
ク
ス
の
火
取
り
行
事
は
迫
力
満
点
で
す
。

　　　
「
生
駒
の
火
祭
り
」は
こ
れ
ま
で
氏
子
が
中

心
と
な
り
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、農
家
の
減
少

な
ど
を
受
け
、平
成
14
年
に
保
存
会
を
発
足
。

新
規
住
民
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
保
存
会
の

中
に
青
年
会
も
組
織
し
ま
し
た
。平
成
17
年
に

は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
人
形
と
呼
ば
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
神
輿
を
復
活
。北
座
で
は
祭
り

で
役
を
担
う
人
を
青
年
会
か
ら
選
出
す
る
な

ど
新
た
な
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
氏
子
の
方
々
に
火
祭
り
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、新
規
住

民
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、受

け
継
が
れ
て
き
た
火
祭
り
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

大松明の作成の様子

火
の
神
を
迎
え
、五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
例
大
祭

氏
子
地
域
が
二
手
に
分
か
れ
て
競
争

継
承
と
隆
盛
を
目
指
し
保
存
会
を
結
成

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
火
取
り
は
圧
巻

4無形民俗文化財については、県文化財課　☎0742‐27‐8124　60742‐27‐5386

生
駒
の
火
祭
り

“後世に残したい”
県内の無形民俗
文化財を紹介

時祭記
奈良

Vol.37

往
馬
大
社

い
こ
　
ま

左から谷野智重さん、上埜作治さん、谷野浩重さん

開催日
1生駒市壱分町
往馬大社

宵　宮：10月11日
火祭り：10月12日
宵　宮：10月11日
火祭り：10月12日
宵　宮：10月11日
火祭り：10月12日

往馬大社の宮司 谷野浩重さん、
権禰宜の谷野智重さん、往馬
大社火祭り保存会の上埜作治
さんにお話を伺いました。

い 

こ
ま
だ
に

み
な
み
ざ

こ  
ぎ

に
ん
ぎ
ょ
う

よ
い 

み
や

き
た 

ざ

と 

ぎ
ょ

し
ん

せ
ん 

ご  

く  

し
ょ
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糖尿病のある人
歯科受診を忘れていませんか？

めざせ！
健康寿命日本一！

奈良養生訓

vol.
177

糖尿病のある人は、およそ2倍歯周病にかかりやすいという研究報告があり※１・2、血糖
管理が十分でない人は、歯周病をより悪化させ、歯を失うリスクがあることがわかって
います※3・4。また、歯周病の悪化により、かむ機能が低下することで、野菜の摂取が不足
する一方、糖質の摂取が増加することで栄養バランスが崩れ、糖尿病の悪化を招く可
能性が考えられています※5。
※1 Dicembrini I, et al. Acta Diabetol, 57:1405-1412, 2020 ※2 Zheng M, et al. Acta Diabetol, 58 : 1307-1327, 2021
※3 Demmer RT, et al. Diabetes Care, 35 : 2036-2042, 2012 ※4 Inagaki K, et al. Diabetol Int, 12 : 52-61, 2020
※5 中澤 正絵ら. 日歯周会誌, 62 : 74-81, 2020

4県健康推進課　☎0742‐27‐8662　60742‐22‐5510

歯周病が心配な人は、かかりつけ医、
かかりつけ歯科医、薬剤師、看護師、

栄養士などに相談しましょう 厚生労働省
医療情報ネット（奈良）

歯みがきで　丈夫な体の　基礎づくり

●歯が揺れてきている人　●歯ぐきから出血のある人

2型糖尿病では歯周病治療により血糖値が改善する可能性があります
現在歯科通院中の人も、歯周病管理の継続が血糖値管理のためにも必要です

特に注意!

糖尿病治療に併せて歯周病治療も必要です

歯科受診で歯周病の状態を確認してみましょう

歯周病が進行しているかもしれません

（令和7年度「歯と口の健康週間」標語）

歯周病の口腔内の様子

歯周病のリスクは少ないですが、定期的に
歯科医院の受診を継続しましょう。

歯周病の可能性があります。歯科医院で確
認してもらいましょう。

歯周病が重症化している可能性が高いです。
早めに歯科医院で相談しましょう。

歯ぐきから出血したり、赤色や紫色に腫れたりしている
歯がグラグラして硬いものが食べにくい
若い頃より歯が伸びたように見える
あまりよくかめない
歯科受診時に歯周病だといわれたことがある
直近１年間に歯科医院を受診していない
かかりつけ歯科医がいない

歯周病リスクチェック
チェックが無い場合

チェックが1、2個の場合

チェックが3個以上の場合

歯周病の
かかりつけ歯科医
を探そう

日本歯科医師会
奈良県の歯医者さん一覧

糖尿病の
かかりつけ医
を探そう

薬物療法 食事療法 運動療法 歯周病治療
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手話のはじまりについて手話のはじまりについて

4県障害福祉課　☎0742‐27‐8922　60742‐22‐1814　

手話は
大切な言語  13vol

出典：（一財）全日本ろうあ連盟発行『わたしたちの手話学習辞典Ⅰ、Ⅱ』
8jfd.shop-pro.jp

日本で手話はいつ誕生したのですか？

そのような経緯があったのですね。

明治時代からろう教育が全国に広まり、
手話も広まっていったのですね。

明治１１年に日本で初めてろう教育を行った、京都
盲亜院ができました。そこへ聞こえない子どもた
ちが集まり、身振りの表現が手話の誕生につな
がったとされています。

しかし、その後の世界ろう教育者会議で、ろう教育
は※1読唇と※2口話法を用いることが決議され、日本
でも「口話法」が普及しました。昭和８年には、ろう
学校で手話の使用が事実上禁止されました。

そんな中でもろう者の間では「手話」は使われ続
け、大切に受け継がれてきました。また、平成１８年
に国連総会で採択された障害者権利条約に「手
話は言語である」と明記され、国内の自治体でも
手話言語条例の制定が広がり、手話に対する認
識は変わってきました。

vol.
19

1明日香村越
0近鉄飛鳥駅より西へ約750m

1明日香村平田
0近鉄飛鳥駅より東へ約800m

4県世界遺産室　☎0742‐27‐2054

世界遺産
「飛鳥・藤原」
登録推進協議会
公式サイト

最後に造られた八角墳

 別名 あさがお塚

［写真提供］明日香村教育委員会
※いずれも発掘調査終了後、現在は埋め戻されています。

中尾山古墳の墳丘西側から
遠くを眺めると

牽牛子塚古墳が見えるよ！

▲牽牛子塚古墳

近
鉄
吉
野
線

飛鳥駅

岡寺駅

155

169

天武・持統天皇陵
古墳

高
取
川

牽牛子塚古墳 209

中尾山古墳

乙
巳
の
変（
6
4
5
年
）に
は
じ
ま
る
一
連
の
政
治
改
革「
大
化
の
改
新
」の
薄
葬

令
に
よって
豪
族
の
造
る
古
墳
の
規
模
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
天
皇
を
頂
点

と
す
る
中
央
集
権
体
制
の
確
立
に
向
け
、最
上
位
の
墳
墓
と
し
て
新
た
に
生
み
出

さ
れ
た
の
が
八
角
墳
で
す
。八
角
墳
と
い
う
形
態
は
中
国
の
宇
宙
観
に
基
づ
き
、日

本
独
自
に
創
出
さ
れ
ま
し
た
。「
飛
鳥・藤
原
」に
は
牽
牛
子
塚
古
墳
、天
武・持
統

天
皇
陵
古
墳
、中
尾
山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

な
か 

お 

や
ま

いっ 

し

は
く
そ
う

て
ん
む    

じ 

と
う

て
ん
の
う
り
ょ
う

ふ
ん 

ぼ

け
ん 

ご  

し  

づ
か 

▲中尾山古墳

▶
墳
丘
と
外
周
石
敷
(東
か
ら
)

発
掘
調
査
に
よ
り
八
角
形
の

墳
形
と
特
異
な
墳
丘
構
造
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
※

▶
墳
丘
全
景（
西
か
ら
）

発
掘
調
査
に
よ
り
八
角
形

の
墳
形
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
※

※1：「読唇」=話し手の唇や顔の動きから発話内容を理解する技術
※2：「口話法」＝唇の動きを見て相手の言葉を理解し、読話や発声で

コミュニケーションをとる方法

動画を見て
やってみよう

奈良県では平成29年に
手話言語条例を制定。
詳しくはこちら

両手親指を立てて
つけ合わせたま
ま、水平に円を描く

会議（する）

横に向けた右手
人差指を前方斜
め下へ２回振る

教育・教える
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4県こども保育課　☎0742‐27‐8733　60742‐27‐2023

「奈良県保育人材バンク」は、保育現場での子育ての仕事を希望する人と
人材を必要とする施設のマッチングを無料で支援します。

個別面談会を開催します。ブースには、現役の保育
士や採用担当者がいますので、気になる職場の仕
事の内容や雇用条件などを聞くことができます！

HPはこちらInstagramはこちら

4奈良県保育人材バンク((福)奈良県社会福祉協議会 福祉人材センター内)
☎0744‐29‐0160（平日9時～17時）

バンク主催のイベントで声をかけていただき、
業界未経験という不安もありましたが、生まれ
育った奈良県に貢献したいという思いが強
かったことから、バンクに登録しました。バンク
は県の公式HPにも掲載されていることから信
頼することができ、担当者も不安や希望条件な
どを丁寧に聞いてくださり、施設見学にも同行
くださって、とても安心しました。現在は、職場
の上司や同僚に恵まれて毎日充実しています。
今後も子どもたちの可能性を広げていけるよ
うな保育士を目指して頑張っていきたいです。

利用者の声

せいか幼稚園
巽 彩乃 先生

以前は他業界で働いていましたが、子どもた
ちとふれ合う仕事に就きたいと思い、バンクに
登録しました。登録後は、バンクの担当者がす
ぐに連絡をしてくださり、オンラインで面談し
ました。資格取得を目指しながら働きたいと
いう私の意向を親身に聞いてくださり、紹介さ
れた「ほほえみクラブ」との架け橋となってく
れました。今では、職場の方々がさまざまな面
でケアをしてくださり、子どもたちの笑顔に元
気をもらいながら公私ともに充実した毎日を
送っています。

利用者の声

ちべん保育園
ほほえみクラブ
（学童保育所）
辻 拓也 先生

コーディネーターが
希望などを伺いま
す。相談やお悩みに
対応し、条件に合う
職場を探します。

キャリアアドバイ
ザーが面接の準備や
模擬面接のほか、実
際の面接に同行して
サポートも行
います。

就職後の相談にも
対応します。

来所や電話、
下記HPか
ら行えま
す。

面接の日程調
整を行います。

子どもたちと触れ
合い、働くイメージ
を描きましょう。

バンクに
登録

相 談 紹 介 採 用
就職後相談

面 接施設見学
職場体験
（希望者のみ）

登録

28月9日（土）12時～16時
1奈良商工会議所5階大ホール他
　（奈良市西大寺南町8-33）

7月中旬～12月（予定）
オンライン受講（一部実地研修あり）

受講期間
受講形式

保育士、放課後児童支援員など、子育ての
仕事に就職・転職・復職を希望する人へ

色々な子育て支援分野に関して必要となる知識
や技能などを修得するための研修を開催します！

子育て支援分野の各事業などに
働くことを希望する人へ

フェアの詳細は
はこちら

奈良県保育人材バンクにご登録ください！

3歳未満の子を養育する家庭の負担を軽減するため、
ベビーシッターを利用した子育て支援を始めます！

ベビーシッターとして活躍しませんか

24事業所（予定）出展

ベビーシッターとしての活躍に
向け、ぜひ受講してください

奈良で
子育ての仕事をはじめませんか？

無料

無料

保育のおしごとフェア
2025 開催！

子育て支援員研修 開催！
誰でも学べる

子育て支援員研修 開催！
誰でも学べる誰でも学べる誰でも学べる

応募方法はこちら 奈良県  子育て支援員研修 検索

保育士
幼稚園教諭
看護師

ベビーシッター
届出

上記以外
の人

子育て支援員
研修を修了

県事業の
ベビーシッター
として活躍

詳しくはこちら
（県HP）

面談 奈良県
より

証明書発行保育内容が基準を
満たしているかを確
認します。
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奈良×ウズベキスタン・サマルカンド
友好交流フェスタ2025
友好提携先のウズベキスタン・サマルカンド州と連携し、民
族音楽・舞踊の公演などの文化交流イベントを大阪・関西万
博会場や県内で開催します。詳しくは下記HPから。
●万博会場（万博入場券が必要）
27月24日（木）・25日（金）
1東ゲート付近のポップアップステージ
●奈良公園バスターミナル（奈良市）
27月26日（土）・27日（日）
※県庁前広場では食料品・雑貨の販売なども実施。
3奈良公園バスターミナルイベントのみ要申込（定員200
人程度・抽選）。7/11締切予定。

4県国際課 
☎0742‐27‐5821

8www.pref.nara.jp/59973.htm

おでかけ

27月23日（水）13時～16時30分
教育関係者や教育に関心のある皆さん
と、奈良県の教育について共に考え深め
るセミナーを開催します。特別講演では、
武蔵野大学ウェルビーイング学部准教
授浦谷裕樹さんを招き、「学ぶ楽しさを
知り、学ぶ力をはぐくむのに欠かせない
ウェルビーイング教育 三つのポイント」
というテーマでお話していただきます。定員350人（先着）。
3下記HPから。7/17正午締切。
1・4県立教育研究所（田原本町）

☎0744‐33‐8903
8www.e-net.nara.jp/kenkyo

学　ぶ

共に深める「教育セミナー2025」
無料¥0 多目的トイレ 手話通訳

奈良県内での起業を応援します
地域課題の解決を目的として、県内で新たに起業しようとす
る人を応援します。起業についての事業計画を県に提出し、
審査により採択された人は、最大200万円の補助金を受け
られます。また、起業に必要なノウハウや事業計画の作成、
マーケティングや販路拡大などについて、専門家が個別に
相談支援を実施します。詳しくは下記HPから。
3下記HPから。
【申込期間】6/2～7/18 予定
4県経営支援課
☎0742‐27‐8131

8www.pref.nara.jp/68792.htm

募　集

要申込

要申込

なら歴史芸術文化村（天理市杣之内町４３７-３）
「ボーダークロッシングス」―行き来する、その
先へ― 子どもと自然とデジタル
2６月１２日（木）～２２日（日）

県立美術館（奈良市登大路町10-6）
特別展「生誕100年 中村正義 －その熱と渦－」
25月31日(土)～7月6日(日)
美術講座「中村正義の魅力」
2６月１５日（日）
巡回展クローズドイベント「生誕１００年を超
えて、中村正義－その熱と渦－と、これから」
2７月６日（日）

県立図書情報館（奈良市大安寺西1-1000）
奈良を描く小説家トーク＋サイン会
万城目学氏（直木賞作家）
2７月５日（土）
澤田瞳子氏（直木賞作家）
2７月２１日（祝）

橿原文化会館（橿原市北八木町３-６５-５）
金関環 ヴァイオリン名曲コンサート
2８月２３日（土）開演１５時

子ども３０名様を無料ご招待！

第16回 夏休みこども下水道教室

27月25日（金）13時～16時30分
浄化センター施設見学・水質実
験・微生物観察を通して、下水道
の仕組みを楽しく学ぶ教室を開催
します。定員親子30組(抽選)。
【対象】小学3～6年生(要保護者

同伴)
3下記HPから。
【申込期間】6/16 12時～7/10 12時
1・4県浄化センター（大和郡山市）

☎0743‐56‐2830
8www.pref.nara.jp/20519.htm

子ども参加可無料¥0
県の文化施設イベント情報
※イベント期間中においても休館日があり
ます。イベントについて詳しくは各館HP
をご覧ください。
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※4月1日より無料バスの運行日・運行時刻を改定しています。運行欄をご確認ください。(●：通常便 ★：ナイター便あり)

運行

ナ
イ
タ
ー

デ
イ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日　月　火　水　木　金　土　日　月　火　水　木　金　土　日　月　火　水　木　金　土　日　月　火　水　木　金　土　日　月

チャリロト杯

6月 開催日程
奈良競輪

4県営競輪場 ☎0742‐45‐4481 0平城駅から西へ約700m ※大和西大寺駅北口から無料バス運行

本場開催  ■ＧⅠ・ＧⅡ  ■ＧⅢ・ＧⅢナイター　■FⅠ　■FⅠナイター 
■FⅡ  ☀モーニング  　ミッドナイト　♥ガールズ

車券は電話やインターネットでも購入可▶

函館
松戸

小倉

前橋

★ ● ● ★ ★ ★ ● ● ● ● ● ●

取手 宇都宮大垣
西日本C

福井 取手静岡♥ 広島♥
in玉野

富山
大阪・関西万博協賛競輪

岸和田♥
高松宮記念杯競輪

パールC 前橋
熊本
ジャパンC

久留米

向日町
in岸和田

オッズ
パーク
杯

奈良
FⅡ♥ 別府 四日市♥

奈良 FⅡ☀

松山
in玉野

チャリロト杯
奈良 FⅠ♥

県庁舎屋上からの大文字送り火鑑賞

2８月１５日（金）20時～21時
（入場：19時～19時40分 点火：20時～20時30分）
1県庁舎屋上（奈良市）
3往復ハガキの往信用裏面と返信用表面に住所・名前を記
入し下記へ。応募は1組１通限り。ハガキ１通につき2人ま
で入場可。定員100組（200人・抽選）。6/30締切（消印
有効）。

4県管財課
☎0742‐27‐8406
諸々の状況により中止する場合があります。

無料¥0 子ども参加可多目的トイレ

第54回 シニア県展出品作品募集
28月30日（土）～9月3日（水）
各日9時30分～16時

1大和高田市文化会館（大和高田市）
県内在住で昭和42年4月1日以前に生まれたアマチュアに
よる出品作品を募集します。出品部門は日本画・洋画・書・工
芸・写真の5部門です。
3詳しくは下記HPから。
4（福）奈良県社会福祉協議会 すこやか長寿センター
☎0744‐29‐0120　60744‐29‐0121

8nara-shakyo.jp/pages/128

2１２月１３日（土）・１４日（日） 
1ロート奈良鴻ノ池パーク（奈良市）

4奈良マラソン実行委員会事務局
☎0742‐81‐8752

8www.nara-marathon.jp

参加申込や参加料など詳しくは下記HPから

奈良マラソン2025

ランナー・
ボランティア

募集期間 県民枠 6月11日 (水)～
一般枠 6月20日(金)～

6月11日(水)～ボランティア募集

マラソン・・・・・・・・・・・・・・・・11,750人
ペアリレーマラソン・・・・・250組
世界遺産10K・・・・・・・・・4,000人
ミニ奈良マラソン
●一般の部・・・・・・・・・・・・・・・・・1,500人
●車いすの部・・・・・・・・・・・・・・・・・・10人
●ペアリレーの部・・・・・・・・・・・・100組

定 員

ランナー募集

「被害者支援ボランティア」募集
犯罪や事故の被害に遭われた人やその家族などからの電話
や面接相談、警察や病院・裁判所などへの付き添いを支援す
るボランティアを募集しています。応募者は(公社)なら犯罪
被害者支援センターが実施する講座（9月～10月の間で9
回実施）の受講が必要です。
3郵送かFAXで申込書（下記HPまたは県内各警察署で入
手可）を下記へ。７/３１締切（消印有効）。

4（公社）なら犯罪被害者支援センター事務局
〒６３０‐８２１５ 奈良市東向中町６
奈良県経済倶楽部経済会館４階
☎0742‐26‐6935（平日１０時～１６時） 
60742‐95‐7560

8nvsc.jp

15 県民だより奈良  2025年6月号

掲載内容は5月9日時点のものです。



相　談

夜間労働相談会
26月26日（木）18時30分～20時30分
1奈良市中部公民館（奈良市）
弁護士、労働組合役員、企業役員などの経験豊富な委員が、
三者一組となり、公正･中立な立場で解雇や賃金問題、パワ
ハラなど労働に関するトラブルの相談に応じます。1人30分
程度。要予約（先着）。詳しくは下記HPへ。
【対象】県内在住または在勤の労働者と県内に事業所のある

事業主
3下記HPから。6/24 14時締切。
4県労働委員会事務局
☎0742‐20‐4431

8www.pref.nara.jp/64001.htm 

無料¥0
第４回 いのちの作文コンクール
動物との触れ合いや、家族や友達
との関わりなど、日々の生活の中
で「いのち」について感じたことや
考えたこと、あなたの思いを表現
してみましょう。
【対象】小学校、中学校の児童生徒

（義務教育学校、中等教育
学校、特別支援学校を含む。）

3申込書（下記HPで入手可）を持参か郵送で下記へ。
11/28締切（必着）。

4県義務教育課
☎0742‐27‐9854

8www.pref.nara.jp/61179.htm

「みん芸」ステージ出演者募集
子ども参加可無料¥0●県民きらめきステージ

2❶9月13日（土）～15日（祝）
❷11月29日（土）・30日（日）

1❶ならファミリー（奈良市）
❷なら歴史芸術文化村（天理市）

ショッピングモールやホールで発表するチャンス！
●みん芸アート・ライブ
210月12日（日）
1県営馬見丘陵公園（広陵町・河合町）
屋外ステージで大人数のパフォーマンスを披露しよう！

●まほろば あいのわ コンサート
　（音楽監督：松本真理子さん）
2❶練習会 9月27日(土)・10月13日(祝)・25日(土)
❷本番 11月1日（土）

1❶県橿原文化会館（橿原市）
❷DMG MORI やまと郡山城ホール（大和郡山市）

歌や打楽器を練習して、コンサートに出演しよう！
3詳しくは下記HPから。
4奈良県みんなでたのしむ大芸術祭実行委員会事務局
（県文化振興課     内）
☎0742‐27‐8488

8nara-arts.com

環境カウンセラーの派遣事業者募集
環境省登録の環境カウンセラーが専門的な知識や経験に基
づき、県内の事業者に対して環境保全活動の評価、助言や社
員研修などを行います。カウンセラーの交通費のみ要負担。
3申込書（下記HPで入手可）を郵送かFAXで下記へ。
令和8年２月末締切（必着、予定件数に達し次第終了）。

4県廃棄物対策課
☎0742‐27‐8746　60742‐22‐7482

8www.pref.nara.jp/12646.htm

点訳ボランティア募集
2９月４日（木）～２月１２日（木）１０時～１2時
毎週木曜・全２２回（年末年始休講期間あり）

視覚に障害のある人のために点
訳図書を製作する、点訳ボラン
ティアを募集します。定員10人程
度。選考会を８月６日（水）・７日
（木）に行い、決定者には養成講習
会に参加いただきます。講習修了
後にボランティア活動を開始します。
3所定申込用紙（下記HPまたは郵送（住所・名前を記入した
返信用封筒・１１０円切手を同封）にて入手可）を郵送か
FAXで下記へ。
【申込期間】６/２～７/２４（必着）
4県視覚障害者福祉センター
〒634-0061 橿原市大久保町320-11-３F
☎0744‐29‐0123　60744‐29‐0127

8www.pref.nara.jp/1724.htm

無料¥0

家計にお得！省エネ診断
光熱費を減らして地球に優しい暮らしを始め
ませんか。環境省公認の「うちエコ診断士」
が、対面またはオンラインにより各家庭のラ
イフスタイルに合わせた無理なくできる省
エネ対策を提案します。詳しくは下記HPへ
（先着５０世帯）。
【対象】県内に在住の人
3下記HPから。
【申込期間】６/２～１/１６
4県脱炭素・水素社会推進課
☎0742‐27‐8016

8www.pref.nara.jp/68781.htm

無料¥0

奈良県
エコキャラクター
な～らちゃん
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奈良県の推計人口（令和7年4月1日現在）

599,972人
677,342人

総数1,277,314人
     （対前月－2,205人）

問い合わせにFAX番号の記載がない場合は
県広報広聴課 60742‐22‐6904で取り次ぎます。

男性

女性

試　験

令和７年度狩猟免許試験（第1回）
【網猟・わな猟・第一種銃猟・第二種銃猟】
27月6日（日）9時30分～16時
1奈良県農業研究開発センター（桜井市）
狩猟に必要な免許の取得試験を行い
ます。免許の種類ごとに手数料が必
要です。第2回試験については下記
HPへ。
3必要書類（下記HPで確認）を（一社）
奈良県猟友会へ。6/23締切（必着）。

4 (一社)奈良県猟友会
〒630-8253 奈良市内侍原町6の1 奈良県林業会館内
☎0742‐26‐8125
県農業水産振興課
☎0742‐27‐7480

8www.pref.nara.jp/24276.htm

春は子ジカ誕生の季節です。奈良
公園へお出かけの際には以下の
点に注意してください。
●子ジカに近づいたり、触ったり
しないでください。子ジカに人
の匂いがつくと母ジカが育児
放棄することがあります。また、母ジカが子ジカを守るた
めに人に攻撃してくることがあります。

●鹿せんべい以外の食べ物をシカに与えないでください。
●「奈良のシカ」は国の天然記念物です。シカをたたく、追い
かけるなどの不適切な行為をしてはいけません。

4県奈良公園室
☎0742‐27‐8028

8www.pref.nara.jp/item/242649.htm

６月は国の天然記念物
「奈良のシカ」愛護月間

県万博推進室からのお知らせ

4（公社）２０２５年日本国際博覧会協会 大阪・関西万博 
総合コンタクトセンター
☎0570‐200‐066

電子チケットの
購入

紙チケット/
引換券万博チケット

2開催中～10月13日（祝）
1大阪 夢洲

ゆめ しま

インターネットで落とし物の
「検索」・「届出」ができます
警察に届いた落とし物の検索および届け出
（遺失届）がインターネットで24時間可能で
す。受理まで数日かかる場合があるため、お急
ぎの場合は最寄りの警察署、交番などに届け
出をしてください。検索・届け出は下記二次元
コードから。
4県警察本部会計課
☎0742‐23‐0110

8www.police.pref.nara.jp 落とし物の
「検索」･「届出」

奈良県
警察本部

特定健診は４０歳以上の人を対象にした、生活習慣病予防の
ための健康診断です。
●高血圧や糖尿病などの生活習慣病は、自覚症状がほとん
どなく、気づかないうちに進行し、ある日突然、心筋梗塞や
脳卒中など命に関わる恐ろしい疾患を引き起こすことが
あります。

●無料または低額の負担で受診できるので、生活習慣病の
早期発見・治療のためにも特定健診を受けましょう。

●加入している医療保険者が実施しており案内があります。
4県医療保険課
☎0742‐27‐8546

8www.pref.nara.jp/54756.htm

特定健診を受診しないなんてもったいない

農薬危害防止運動を実施します
26月1日（日）～9月30日（火）
農作業が増える時期は農薬を使用する機会も増えます。農
薬による事故防止のために次の点に注意しましょう。
●農薬のラベルに記載されている使用方法や注意事項を
必ず守り、毒物・劇物の使用には特に注意しましょう。

●事前に近隣住民などに知らせるとともに、周囲の農作物
などに飛散させないように気をつけましょう。

●誤飲・誤用を防ぐためにペットボトルなど他の容器に移し
替えず、鍵のかかる冷暗所で保管しましょう。

●使用した農薬名、使用日時、方法などを記録しましょう。
4県農業水産振興課
県薬務・衛生課

お知らせ

☎0742‐27‐7442
☎0742‐27‐8670
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市町村ガイド

26月初旬～下旬
御杖村では川沿いや公園付近で多く
のホタルが飛び交います。初夏の夕べ
を幻想的に彩る光景をぜひご覧くだ
さい!
1桃俣鞍取トイレ休憩所（御杖村桃俣）
など

4御杖村むらづくり振興課
☎０７４５‐９５‐２００１

8www.vill.mitsue.nara.jp/kurashi/annai/
shinkoka/kanko/4/176.html

御杖村 ホタルのシーズン到来!

もものまたくら とり

27月２７日（日）1３時３０分～１６時３0分
教育評論家の尾木直樹さんをお招き
して、映画『夢見る小学校完結編』の上
映会とパネルディスカッションを行い
ます。詳しくは下記HPから。
1三宅町文化ホール（三宅町伴堂）
4三宅町教育委員会事務局
☎０７４５‐４４‐３０７９

8www.town.miyake.lg.jp

三宅町 三宅町教育フォーラム

27月下旬予定 10時～15時(雨天中止)
東吉野村の清流高見川で新しい
夏のイベントを開催します。大自
然を満喫しながら家族で思い出
を作りませんか。飲食店の出店
もあります!入場無料(一部有料
ブースあり)。
1高見川(東吉野村役場下)
4FAM実行委員会（東吉野村役場内）
☎0746‐42‐0441

7FAM＠vill.higashiyoshino.lg.jp

東吉野村 魅力発信イベント FAM2025

2６月２８日(土)～７月６日(日)
七夕を彩る文化会館をお楽しみ
ください。期間中、ぜひ願いごと
を短冊に托してください。７月６
日には和太鼓演奏やオープンス
テージ、ワークショップのほか、
飲食コーナーなどもあります。
詳しくは右記二次元コードから。
1・4大淀町文化会館(大淀町桧垣本)

☎０７４７‐５４‐２１１０

大淀町 七夕プロムナード２０２５
～文化会館にちょっと寄ろうよ～

BONCHIは、コワーキングス
ペース、貸会議室などさまざま
な機能を持つ奈良市の創業支
援施設です。新しくシェアオフィ
スもオープンするなど、イベント
やコミュニティを通して新しい人
に出会い、繋がれるのが魅力です。創業相談やコワーキン
グスペースの1日利用のほかイベントを定期的に開催して
います。気軽にお立ち寄りください。
1・4奈良市創業支援施設BONCHI(奈良市橋本町)

☎０７４２‐２７‐１１１１
8bonchi.fun

奈良市 「やってみたい」を灯すオフィス
「BONCHI」に来てみませんか？

えきのキッチンは、近鉄結崎
駅に併設されたシェアキッチ
ンです。チャレンジショップや
ポップアップストアが出店し
ます。｢お店を始めてみたい｣
｢地域の人にお店を知ってもらいたい｣という人のチャレン
ジを応援しましょう!出店者も募集中です。
1近鉄結崎駅(川西町結崎)
4川西町総合政策課
☎0745‐44‐2213

川西町 結崎STATION & PARK
えきのキッチンがオープン!

Instagram
＠sharekitchen_yuuzaki

2１０月３日(金)～５日(日)
男女共同参画をテーマに多様性を認め
合う社会の実現を目指し、ともに考え、交
流する大会です。性別や年齢にかかわら
ず誰でも参加できます。一人一人の個性
が尊重され幸せに暮らせる未来をつくる
ため、一緒に考えてみませんか。
3下記HPから。6/2～8/20(先着)。
1県橿原文化会館(橿原市北八木町)、県社会福祉総合センター
(橿原市大久保町)、かしはら万葉ホール(橿原市小房町)

4日本女性会議2025橿原実行委員会事務局
（橿原市人権政策課内）　☎0744‐21‐1090
8 joseikaigi-kashihara.jp

橿原市 日本女性会議2025橿原
参加者募集

27月7日(月)10時～
地元奥田の人たちが蓮取り舟に
乗り、捨篠池の蓮花を刈り取る
伝統行事。蓮花を携えた一行
は、吉野山金峯山寺へ。
金峯山寺における「蓮華会」の一連の行事で最初に行われ
る蓮取り行事へぜひお越しください。
1奥田弁天神社 捨篠池周辺（大和高田市奥田）
4大和高田市文化振興課　☎0745‐53‐8200

大和高田市 奈良県無形民俗文化財
｢奥田の蓮取り行事｣

すて  しの いけ

きん  ぷ  せん  じ
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掲載内容は5月9日時点のものです。



一 念 通 天知事コラム

奈良公園のシカは天然記念物として保護の対象となっています。一方、奈良公園の周縁部
には畑が広がっており、その畑の農作物をシカが荒らす「鹿害」をどう防ぐかが昭和50年代
から問題となっていました。農家が春日大社などを相手に起こした裁判の和解の結果、奈良
公園の周縁部で農作物を荒らしたシカはこれまで、生け捕りにされ奈良公園内にある「鹿
苑」に終生収容されてきました。しかし、そうしたシカの個体数が増えすぎ、収容環境が過密
になっていたことなどから、今後は原則一時収容にすることが今年3月、有識者らの委員会で
決定されました。農作物に対する被害防止は柵の設置を徹底することなどにより強化します。
一方、近年、奈良県南部の山間部ではツキノワグマが頻繁に人家近くに出没するように

なりました。しかし、本県のツキノワグマは絶滅が危惧される個体群とされ、法律により狩猟
が禁止されています。このため、捕獲されたツキノワグマはこれまで、人間に対する恐怖心を
植え付けた上で再び放していました。しかし、それだけでは不安を感じる住民もおられるた
め、放す際にGPS機能の付いた首輪をはめ、再度人里に近づいた際にはアラームが鳴るシステムを今年度から採
用することになりました。
人の身体や財産の保全と動物の保護をどう両立させ、意見の異なる人々の理解を得ていくのか、私たち行政機
関の知恵と調整力が試されています。

vol. 22
人と動物の程よい距離とは

「一念通天」とは、強い信念を持って努力をすれば、
どんなことでも成し遂げられるという意味です。

いちねんつうてん

奈良県知事　

　近年、若い女性が地方から都市へ流出する傾向が強まっ
ており、その要因の一つが社会に根強く残る固定的性別役
割分担意識だと考えられます。
　令和6年度に県民を対象に行った調査では「夫が外で働
き、妻が家庭を守る」という考え方に賛成する人の割合は男
性39.4%、女性29.6%で、全国と比べると賛成する男性の
割合がやや高い状況です。
　また、県内の市町村、企業、教育現場を対象とした調査で
は、職場内で「育児は女性がすべきという雰囲気がある」と
感じる人の割合は女性が男性より高く「男性は家庭より仕事
を優先すべきという雰囲気がある」と感じる人の割合は男性
が女性より高く、職場には性別に関する思い込みがあること
が分かりました。

　これらの思い込みは、個々人が希望するキャリアの
形成を阻害する恐れがあります。
　調査結果を踏まえ、県では性別にかかわらず全ての
人が希望に添った生き方を実現できる社会を目指し、
各団体のトップに対するセミナーを実施し、ジェン
ダーギャップの解消に取り組んでいきます。
　6月23日から29日までの1週間は、男女共同参画
週間です。この機会に、みんなが自分らしく生きられる
社会について考えてみませんか？

個性や多様性が尊重される社会へ

毎月11日は人権を確かめあう日

てんいち先生 ひかりちゃん

人権 コーナー

今月のポスター

桜井市立初瀬小学校６年

上西　琉聖さん
うえにし る   い

大和高田市立陵西小学校５年

三宅　恵伍さん
み  やけ けい  ご

※学校名・学年は作品制作時のものです。

ならどっとＦＭ
（78.4MHz）
毎週月・木曜 11:15～
［再］18:20～

FM五條
（78.0MHz）
毎週月・木曜 11:30～
［再］18:00～

FMハイホー
（81.4MHz）
毎週月・木曜 13:00～
［再］翌日13:00～

FMヤマト
（77.5MHz）
毎週月・木曜 11:55～
［再］18:55～

FMまほろば
（79.5MHz）
毎週月・木曜 10:55～
［再］16:55～

まるごと
奈良県

奈良県
公式

奈良県
公式

Facebook X LINE 奈良県広報担当
VTuber
『奈々鹿』

4県広報広聴課
☎0742‐27‐8325
60742‐22‐6904

県政フラッシュ
毎週火曜 21：54～22：00 

県庁舎食堂（奈良市）
県立図書情報館（奈良市）★

県橿原総合庁舎（橿原市）★
吉野町中央公民館（吉野町）★

県産業会館（大和高田市）★
市町村会館（橿原市）

ならフライデー9
毎週金曜 20：57～21：57

生
放
送

テレビ番組（奈良テレビ）

県政ラジオ番組 ～県政NEWSな
ら～ SNS

★印のある場所および県庁舎屋上階には、専用用紙で県政に関してのご意見・ご提案をお寄せいただく「県政
ポスト」も配置しています。

県の情報はこちらでもご覧いただけます

県民お役立ち
情報コーナー 

パンフレットなどを配置しています

過去の放送番組はYouTubeチャンネルからご視聴いただけます。 奈良県公式
総合チャンネルYouTube

Origin～私の原点、奈良～
6月14日（土） 21：00～21：15
●ゲストは三戸なつめさんです
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代表電話 0742・22・1101 ※点字と声による「県民だより奈良」も発行していますので、
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